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高分子 
重合 

Diallyl Fumarate 

2807-54-7 

351-44882 25g 8,000円 

Diallyl Adipate 

2998-04-1 

350-44891 50g 13,000円 

Triallyl Citrate 

6299-73-6 

351-44902 25g 9,000円 

Diallylhexahydrophthalate 

13846-31-6 

358-44912 25g 5,000円 

1,3-Diallyloxy-2-propanol 

17018-07-4 

355-44922 25g 8,000円 

Pentaerythritol Tetraallyl Ether 

1471-18-7 

354-44872 25g 5,000円 

 アリルモノマーのラジカル重合はアリル重合と呼ばれます。多官能アリルモノマーの重
合ではペンダントアリル基を有する線状オリゴマー、分岐ポリマーを経由して架橋高分
子が得られることが知られています1)。また、アリル基は酸素と反応して過酸化物を生じ
やすい性質があるため、空気乾燥性不飽和ポリエステル樹脂塗料の成分としても利用
されます。アリル架橋樹脂は電子材料分野やコーティング分野など工業的に重要な材
料として利用されます。 
 当社では、多官能アリルモノマーとしてアリルエーテルおよびアリルエステルを取り
扱っています。 
 

(1) 蒲池 幹治、遠藤 剛 他：「新訂版 ラジカル重合ハンドブック」 (エヌ・ティー・エス) (2010). 
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当社ウェブサイトにて 

高分子重合関連試薬のライナップを紹介中！ 

※最新情報はウェブサイトをご覧ください。 

> モノマー 
> 重合開始剤 
> 連鎖移動剤 
> 重合禁止剤 
> 光酸・光塩基発生剤 
> 精密ラジカル重合 
> 精製・分析 
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